
１　施設の概要

２　指定管理者の業務

３　施設の管理体制
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４　施設の利用状況

５　収支の状況

5

52,923

4,478

71,386

10,543

70,832

11,780

別紙様式１

4,476

2,368

70,767

70,350

70,827

1,0361,007

69,825

1,646

11,624

52,098

収支

その他

計

支
出

4,788

1,699

70,209

395 619

（単位：千円）

69,563

平成24年度（前年度）平成25年度項　目

指定管理料

1,041

53,380

施設内容

事業費

計

人件費

その他

管理運営費

収
入

66,203

４月

利用料金収入

70,604

利用料金等

・徳島県立神山森林公園の施設の運営業務（受付案内業務，イベントの実施，自主事業の実施，利用
拡大のための啓発活動）
・施設の維持管理業務（清掃業務，修繕業務，設備運転管理等業務，展示物及び遊具施設等常駐メン
テナンス業務，警備業務，芝生管理，樹木管理，園地・林地管理，遊歩道，管理道及び林道の管理）

指定管理者の業務内容

開館日・休館日等

総括管理責任者：徳島中央森林組合　専務理事（兼任）
事務管理責任者：徳島中央森林組合　正職員（兼任）
総括主任：（専任）中央森林組合　正職員　1名
事務主任，園地管理担当者：常勤職員　2名
園地管理，清掃業務：常勤作業員　6名（月20日以上，日給，公園勤務専任）

平成23年度（前々年度）

管理体制
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4,708

平成25年度　指定管理者運営状況点検・評価シート

指定管理者名 徳島中央森林組合 指定期間 平成24年4月1日～平成27年3月31日

対象施設名 徳島県立神山森林公園イルローザの森 施設所在地 名西郡神山町阿野字大地459-1

計 9

平成元年7月29日（平成11年3月25日　東龍王地区を追加）

県民に保健休養の場を提供するとともに，森林及び林業に対する県民の理解を深める

公園敷地281.31ha　森林学習館，レストハウス，炊飯所など計38施設

無料

12月28日から1月4日まで

正職員

12,344 3,990

施設所管課 林業戦略課 【連絡先】

設置年月日

設置目的

臨時職員 6

088-621-2463
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６　コスト削減・サービス向上に関する取組状況

７　自主事業の取組状況

コスト削減の取組

①園内施設修繕の直営化（可能な限り園内施設の修繕は職員で実施）
②省エネルギー・省資源化による光熱費削減への取組み
　・緑のカーテンを継続して実施。事務室における夏場のエアコンの使用実績はない。
　・園内の照明をLED電球に交換することによる省エネルギーへの取組み
③コピー・印刷用紙の節約による事務費の削減

サービス向上の取組

①年間をとおした多彩な事業の開催（土・日・祝日の開催）
②年間をとおして行われる各種教室の参加者に、各教室等毎にポイントを付与し，参加者が
　そのポイントを貯めることにより記念品を贈呈する「イベントポイント制度」を導入し，
　利用促進とリピーターの確保を図っている。
③来園者の利便性向上のため身障者用駐車場，パーキングパーミットの拡張（１台→４台）

自主事業取組状況

●次の3つの自主事業を計22日間開催した。

○約3,000本の桜が咲き誇る時期にはさくら祭りを開催。（3月30日～4月14日）
○国民の休日「みどりの日」を記念して新緑の美しい季節にみどりの感謝祭を開催。
　（5月3日～5月6日）
○様々に色づく紅葉を楽しんでいただくもみじ祭りを開催。（11月23日,24日）

◇すべての事業において、地元特産品などの販売やウオーキングイベントなどの
　主催事業などと組み合わせて多くの来場者を獲得している。
◇来場者数
　・さくら祭りに約56,000名（16日間）
　・みどりの感謝祭に約8,500名（4日間）
　・紅葉祭りに約7,100名（2日間）

●ほかに24の主催事業を計24日間開催した。（その他2事業は悪天候等により中止）



８　管理運営業務に係る点検・評価

Ｓ

・事業計画書に示された労働条件を満たす勤務ができてい
る。

⑦地域への貢献
　・地元雇用の状況
　・地元企業への業務委託

Ａ

・計画書に基づいた自主事業が多数開催されている。
・自主事業の開催により来園者数は多数確保されており，園
全体の利用促進にも繋がっている。

③適正な維持管理
　・施設の保守管理・修繕
　・年間作業計画に基づく適正な維持管理
　・県備品等の適正な管理

⑤管理運営体制等
　・管理運営業務計画書
　・職員の配置、研修計画
　・諸規程の整備
　・利用料金の徴収、減免
　・モニタリングの実施状況

・管理運営業務計画書に基づき，適正に実施されている。
・「１日３人ふれあい運動」において，来園者から聴取した
内容も反映したセルフモニタリングが提出されいる。

⑥職員体制
　・職員の労働条件

・園内の施設については，直営により速やかに，かつ細やか
な修繕が行われており，少ないコストで多くの箇所の修繕が
実施されている。
・園地管理については，樹木・草花・芝生の手入れが行き届
き，来園者からの好評な声が多数寄せられている。

④収支計画
　・収支計画の達成状況
　・コスト削減の状況
　・外部委託の状況

Ａ

・修繕等を直営で行い，コスト削減を図っている。
・電気料金の値上がり等により光熱水費が増えているが，Ｌ
ＥＤ電球の使用や緑のカーテンにより空調を使わずにすんだ
ことなどで費用の抑制を図っている。

・職員の多くは地元雇用である。
・年間を通じて開催されている教室の講師として地元企業に
依頼をして,連携協力を図っており，あわせて地元企業のPR
をしている。

Ａ

⑨安全管理
　・安全管理体制、事故防止体制
　・災害等発生時の対応体制
　・マニュアルの整備、職員教育
　・個人情報保護への適正対応

Ａ

Ａ

Ａ

Ｓ

②自主事業
　・計画した自主事業の実施 Ａ

・職員一人一人が１日最低３人の来園者から直接意見や要望
を聴取する「１日３人ふれあい運動」及び「全ての来園者に
あいさつ運動」の実施により，利用者のニーズの把握に努
め，可能な限りイベント等に反映させている。
・イベントポイント制度の導入によりリピーターの確保に努
めている。

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果

①利用者ニーズの把握・分析と利用促進
　・利用者ニーズの把握
　・利用者ニーズへの対応
　・施設の利用促進

・年間をとおした自主事業（さくら祭り、みどりの感謝祭、
もみじ祭など）の際には，地元団体等と実行委員会を組織
し，地元特産品や地元農産物を販売するなど積極的に連携を
図っている。

・公園内の遊具等は定期的に巡回・点検し,早急に修理を
行っている。
・台風等の災害発生時には，状況確認や危険箇所への立入禁
止等の対応を早急に行っている。
・防災マニュアルの職員への徹底を図っている。

⑧地域との連携
　・地元団体等との連携



〈評価指標〉 Ｓ：協定書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ａ：概ね協定書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われている。
Ｂ：協定書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫や努力が求められる。
Ｃ：管理運営が適正に行われたとは認められず、改善を要する。

※　項目については、事業計画書と整合性をはかる。

９　その他（今後の課題及び対応等）

⑩環境への配慮
　・環境対策の状況

Ａ

・園地管理に利用する燃料等は環境に優しい成分のものを最
小限の利用に努め、環境への負荷を抑制している。
・園地管理などに使う自動車など、アイドリングストップの
徹底をはかっている。

項　　　　　　目 評　価

総合評価 Ａ

・利用者ニーズの把握により,　要望に対する対応が積極的
に図られ、サービス向上につながっている。また，直営の園
地管理により速やかに低コストで補修，管理が行われてい
る。環境への配慮や安全管理等も整っており，適正な運営管
理が行われている。

点　検　結　果

⑪その他
　・関係法令の遵守状況
　・情報公開請求への対応体制

Ａ
・関係法令に基づき，適正に実施されている。
・情報公開規定を整備している。

○神山森林公園の入園者数は桜の開花時期や紅葉時期など,天候や気温等に左右されることが多く，平成２５年度はさくら
の開花時期が早く24年度3月に開花したことや、夏場が猛暑だったことなどから，平成２４年度と比べ約２万３千人の減少
となっている。（平成２４年度は平成２３年度と比べ約２万２千人の増加）

【対応】
・来園者の増加を図るために，県内にとどまらず，県外からの誘客のためのＰＲを検討する。
　〈対応〉県外SA等（淡路など）へのパンフレットの配布（紅葉や桜の時期などに重点的に）
・イベントポイントを実施しているが，ＰＲが不足しているので積極的な広報の展開
・天候が悪いときでも利用できる建物内遊具等の見直し，設置の検討


